
議員９人 町政を問う議員９人 町政を問う一般
質問

■大林　裕子議員　（7 ページ）
　１．子育て支援について
　２．船尾滝周辺の整備について（観光を含む）
　３．高渋バイパスについて
　４．南下古墳群について

■金谷　康弘議員（8 ページ）
　１．子育て支援事業について
　２．学校教育について
　３．地域問題について

■竹内　憲明議員 （9 ページ）
　１．防災対策について
　２．ガン検診について
　３．18 歳選挙権適用に伴う取り組みは
　４．公園管理運営について
　５．通学路整備について

■村越　哲夫議員（10 ページ）
　１．防災及び災害について
　２．高齢者について
　３．道路網及び交通事故対策について
　４．いじめについて
　５．地域問題について
　６．姉妹都市締結について

■柴﨑　德一郎議員（11 ページ）
　１．町職員等への心と身体の健康対策は
　２．地域包括ケアシステム構築への進

しんちょく

捗は
　３．これからの町農業政策の展開は
　４．地域課題について

■山畑　祐男議員（12 ページ）
　１．男女共同参画について
　２．まちの地域包括ケアシステムについて
　３．通学路の安全について
　４．町の防災・災害対策について
　　　　　　　　　　　（危険個所の改修含む）
　５．地方創生と 30 年後を見据えた町づくりに
　　　ついて

■五十嵐　善一議員（13 ページ）
　１．子育て支援策について
　２．高齢者等の生きがいづくりについて
　３．安心・安全な町よしおかの実現に向けて
　４．未来を見据えた町づくりについて

■小池　春雄議員（14 ページ）
　１．就学援助制度の現状と改善
　２．子供の貧困対策
　３．いじめ防止対策条例の制定
　４．介護保険問題

■坂田　一広議員（15 ページ）
　１．町の財政について
　２．社会資本の老朽化対策について
　３．関越自動車道側道について

12 月定例会の一般質問は８日および９日に行われました。
紙面の都合により要約してお伝えします。
なお、詳しい内容は吉岡町図書館に備えてある
会議録で確認できます。
また、平成 21年第１回定例会以降の会議録は、
吉岡町ホームページでもご覧になれます。

インターネット配信中です

本会議の様子を生中継、録画でも配信。 吉岡町議会 検 索アクセス方法は

一般質問は、議員の日常活動と
調査・研究、住民の声や自身の考えをもとに、
町長の方針を問うものです。
吉岡町では、質問および答弁をあわせて、
１人60分の持ち時間があります。

定
例
会

補
正
予
算

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

委
員
会
視
察

ま
ち
の
散
歩
道
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合計特殊出生率

観光トライアングル

一人の女性が一生の間に産む子どもの数。

駒寄スマートＩＣの大型化を進め、渋川・伊香保・吉岡
の観光トライアングルを形成する構想。

ミ
ニ
解
説

親子で楽しく（吉岡町子育て支援センター）

子
育
て
支
援
の
場
を
広
げ
て
は

保
健
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
進
め
た
い

大林裕子 議員

企
業
を
誘
致
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
た
い

小
倉
工
業
団
地
の
今
後
は

ま
ち
の
出
生
率
は
。

総
務
政
策
課
長　

合

計
特
殊
出
生
率
は
、

平
成
20
か
ら
24
年
で
は

１
・
49
。
国
、
県
、
近
隣

市
町
村
よ
り
高
い
。

ま
ち
の
子
育
て
事

業
、
相
談
事
業
の
現

状
は
。健

康
福
祉
課
長　

保

健
セ
ン
タ
ー
、
児
童

館
、
第
４
保
育
園
の
地
域

子
育
て
支
援
、
民
生
委
員

の
子
育
て
サ
ロ
ン
な
ど
の

支
援
活
動
が
あ
る
。
26
年

度
の
心
理
士
へ
の
相
談

は
、
１
年
間
で
１
５
５

件
。
核
家
族
化
の
中
、
母

親
が
一
人
悩
む
ケ
ー
ス
が

多
い
。

ふ
ら
り
と
寄
り
、
悩

み
を
相
談
で
き
る
支

援
の
場
を
広
げ
て
は
。

健
康
福
祉
課
長　

保

護
者
の
精
神
的
負
担

を
解
消
で
き
る
よ
う
、
保

健
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
進

め
た
い
。

船
尾
滝
整
備
の
現
状

は
。

町
長　

県
の
治
山
事

業
を
要
望
し
、
周
辺

の
保
護
を
図
っ
て
い
る
。

渋
川
市
と
の
連
携
協

定
の
中
の
船
尾
滝
の

位
置
付
け
は
。

町
長　

観
光
ト
ラ
イ

ア
ン
グ
ル
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
整
備
し
て

い
き
た
い
。

役
場
に
観
光
に
特
化

し
た
部
署
を
つ
く

り
、
体
制
強
化
が
必
要
で

は
な
い
か
。

産
業
建
設
課
長　

町

民
と
一
体
と
な
り
、

地
域
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
の
意

識
を
も
ち
、
進
め
た
い
。

高
崎
渋
川
バ
イ
パ
ス

開
通
後
、
小
倉
工
業

団
地
は
流
通
面
で
も
利
便

性
が
向
上
す
る
と
思
う

が
、
ま
ち
の
考
え
は
。

町
長　

道
路
網
が
整

備
さ
れ
発
展
が
見
込

ま
れ
る
と
思
う
。
企
業
を

誘
致
で
き
る
環
境
を
整
え

た
い
。工

業
団
地
を
通
る
、

町
道
庚こ

う
し
ん
づ
か

申
塚
５
号
線

を
拡
幅
で
き
な
い
か
。

町
長　

渋
川
市
と
連

携
し
て
有
効
な
道
路

に
な
る
よ
う
努
力
し
た

い
。

南
下
古
墳
群
を
ど
う

捉
え
て
い
る
か
。

町
長　

県
内
で
も

貴
重
な
遺
跡
。
町

民
、
県
内
外
の
人
に
見
て

も
ら
い
た
い
。

さ
ら
な
る
整
備
と
し

て
、発
掘
の
考
え
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長
　
専
門
家
の
意
見

を
聞
き
、
最
良
の
方
法
や

時
期
、
経
費
を
考
え
、
対

応
し
た
い
。

問 問

問

問

問

問

問

問問

問

答

答 答

答

答答答

答

答

答

答

定
例
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補
正
予
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ＮＩＥ ニュースペーパー・イン・エデュケーションの略。ミニ解説

学
校
教
育
現
場
に
お

け
る
複
雑
な
問
題
に

対
応
す
る
、
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
活

用
状
況
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　

必
要
に
応
じ
て

来
て
も
ら
う
。
今
年
２
回

依
頼
、
積
極
的
に
活
用
し

た
い
。滝

ノ
沢
川
の
土
砂
災

害
警
戒
区
域
内
、
土

石
流
発
生
の
危
険
性
は
。

町
民
生
活
課
長　

上

流
部
の
砂
防
ダ
ム
で

対
応
し
て
い
る
。

利
根
川
右
岸
の
川
原

田
不
動
尊
東
崖
部

分
、
大
き
な
広
葉
樹
の
根

が
露
出
し
て
い
る
。
大
変

危
険
で
あ
る
。

町
長　

県
の
森
林
部

局
と
検
討
を
重
ね
て

い
る
。
併
せ
て
工
事
要
望

を
し
て
い
る
。

幼
児
を
預
け
て
ま
で
も
働
き
た
い

３
歳
未
満
児
受
け
入
れ
を
拡
大
す
る

金谷康弘 議員ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
大
い
に
活
用
し
た
い

悩
む
児
童
生
徒
に
救
い
の
手
を

９
月
の
補
正
予
算
で

児
童
保
育
費
が
１
億

２
千
万
円
増
額
。
低
年
齢

児
数
が
増
え
て
い
る
。
対

応
は
。町

長　

駒
寄
幼
稚
園

に「
認
定
子
ど
も
園
」

と
し
て
増
床
し
、
３
歳
未

満
児
を
受
け
入
れ
予
定
。

保
育
園
は
保
育
士
、

幼
稚
園
は
幼
稚
園
教

諭
の
資
格
で
、
認
定
子
ど

も
園
は
両
方
の
資
格
が
必

要
と
聞
く
が
。

健
康
福
祉
課
長　

駒

寄
幼
稚
園
の
教
諭

は
、
保
育
教
諭
で
両
方
の

資
格
を
も
っ
て
い
る
。

就
学
前
児
童
が
増
え

て
い
る
。
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
の

見
直
し
が
必
要
で
は
。

健
康
福
祉
課
長　

特

に
０
歳
児
の
見
込
み

が
既
に
超
え
て
い
る
の
で
、

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
を

開
催
し
、
変
更
し
た
い
。

教
育
現
場
に
、
新
聞

を
授
業
に
活
用
す
る

Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
応
用
を
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　

県
内
に
は
９
校

の
実
践
指
定
校
が
あ
り
、

こ
の
実
践
報
告
を
待
ち
、

検
討
し
て
み
た
い
。

小
・
中
学
校
に
お
け

る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
配
置
・
活
動
状

況
は
。教

育
委
員
会
事
務
局

長　

２
人
の
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、小
・

中
学
校
を
訪
問
し
児
童
生

徒
・
保
護
者
の
相
談
に
対

応
。

問問 問

問

問

問問問

答 答

答

答答

答

答 答

答

台風で倒れたら？（川原田不動尊東崖部分）

定
例
会

補
正
予
算

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

委
員
会
視
察

ま
ち
の
散
歩
道
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宮
田
沼
橋
信
号
機
に
歩
行
者
用
信
号
機
の
早
期
設
置
を

こ
の
場
所
は
設
置
予
定
に
な
っ
て
い
る

竹内憲明 議員

歩行者用信号機の設置が待たれる宮田沼橋信号機

通
学
路
に
な
っ
て
い

る
宮
田
沼
橋
は
、
関

越
自
動
車
道
の
側
道
で
あ

り
、
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
時

は
車
の
交
通
量
が
多
い
。

登
下
校
時
に
は
横
断
す
る

の
に
は
と
て
も
危
険
で
あ

る
と
考
え
る
が
。

町
長　

ま
ち
で
は
平

成
26
年
度
に
歩
行
者

用
の
信
号
機
２
カ
所
の
要

望
を
受
け
て
い
る
が
、
こ

の
場
所
に
つ
い
て
は
設
置

予
定
に
な
っ
て
い
る
。

18
歳
選
挙
権
適
用
に

伴
う
取
り
組
み
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　

現
在
の
吉
岡
中

で
は
生
徒
会
役
員
選
挙
で

実
物
の
「
投
票
箱
」
を
使

い
投
票
し
て
い
る
。

ま
ち
で
は
18
歳
・
19

歳
の
選
挙
権
を
与
え

ら
れ
る
人
数
は
。

総
務
政
策
課
長　

平

成
28
年
夏
の
参
議
院

ふ
る
さ
と
公
園
の
ロ

ー
ラ
ー
す
べ
り
台
の

撤
去
後
の
考
え
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長
　
跡
地
に
は
芝
を

植
え
、
ロ
ー
ラ
ー
す
べ
り

台
に
代
わ
る
も
の
を
現
在

検
討
し
て
い
る
。

議
員
選
挙
で
は
、
18
歳
が

２
０
３
人
、
19
歳
が
２
１

１
人
で
合
計
４
１
４
人
を

想
定
し
て
い
る
。

災
害
時
の
移
動
用
発

電
機
お
よ
び
そ
の
他

の
機
器
は
。

町
長　

持
ち
運
び
の

で
き
る
発
電
機
お
よ

び
投
光
器
が
12
基
あ
る
。

ま
た
、
各
種
災
害
用
備
品

は
毎
年
補
充
。
非
常
用
電

源
に
つ
い
て
は
検
討
し
て

い
き
た
い
。

が
ん
検
診
に
つ
い
て

県
の
受
診
率
と
比
較

す
る
と
。

健
康
福
祉
課
長　

大

腸
が
ん
検
診
は
、
ほ

ぼ
同
様
だ
が
、
肺
が
ん･

子
宮
頸け

い

が
ん
検
診
は
、
や

や
低
い
傾
向
。
胃
が
ん･

乳
が
ん
検
診
は
高
い
受
診

率
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ

し
、
平
成
27
年
度
は
県
平

均
よ
り
も
高
い
受
診
率
と

な
る
予
想
。

問 問

問問

問

問

答 答

答

答

答 答

答

そ
れ
以
外
に
代
わ
る
も
の
を
検
討

ふ
る
さ
と
公
園
の

ロ
ー
ラ
ー
す
べ
り
台
の
撤
去
後
は

定
例
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算
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会
審
査
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否
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覧

一
般
質
問
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察
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吉
岡
バ
イ
パ
ス
の
延
伸
は

県
に
も
粘
り
強
く
要
望
を
続
け
て
い
る

村越哲夫 議員自
治
会
振
興
補
助
金
で
対
応
し
て
ほ
し
い

集
会
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
を

交
通
事
故
防
止
対
策

は
。

町
長　

信
号
機
の
設

置
、
交
通
規
制
の
実

施
、危
険
箇
所
の
見
回
り
、

看
板
の
設
置
に
よ
る
注
意

喚
起
を
実
施
。

吉
岡
バ
イ
パ
ス
の
、

高
渋
バ
イ
パ
ス
ま
で

の
延
伸
計
画
は
。

町
長　

高
崎
渋
川
バ

イ
パ
ス
や
南
新
井
前

橋
線
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
県
に
も
粘
り
強

く
要
望
を
続
け
て
い
る
。

園
児
の
い
じ
め
問
題

と
幼
児
か
ら
の
情
操

教
育
の
取
り
組
み
は
。

健
康
福
祉
課
長　

園

児
の
い
じ
め
に
つ
い

て
は
報
告
を
受
け
て
い
な

い
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

幼
児
期
の
情
操
教
育
に

は
、
０
歳
児
の
10
カ
月
健

診
の
時
に
「
ブ
ッ
ク
ス
タ

ー
ト
」
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
町
内
の
保
育

園
・
幼
稚
園
へ
、
毎
月
、

紙
芝
居
を
配
達
し
読
み
聞

か
せ
を
行
っ
て
い
る
。

は
。

町
民
生
活
課
長　

災

害
時
に
は
、
各
自
治

会
で
の
自
助
共
助
の
も
と

初
期
行
動
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

地
域
連
携
協
定
締
結

に
つ
い
て
、
現
在
の

状
況
は
。

町
長　

渋
川
市
と
締

結
し
、
両
市
町
が
お

各
自
治
会
の
集
会
施

設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置

で
き
な
い
か
。

町
長　

町
内
で
は
14

カ
所
設
置
。
集
会
施

設
に
つ
い
て
は
、
自
治
会

振
興
補
助
金
で
対
応
し
て

ほ
し
い
。

ま
ち
が
各
自
治
会
に

期
待
し
て
い
る
自
主

防
災
組
識
の
理
想
像
と

互
い
に
連
携
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
。
主
要
地
方
道

の
延
伸
や
Ｊ
Ｒ
八
木
原
駅

周
辺
整
備
そ
の
他
、
２
市

町
が
必
要
と
認
め
る
事
項

を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と

な
る
。Ｌ

ア
ラ
ー
ト
（
災
害

情
報
共
有
シ
ス
テ

ム
）
を
導
入
し
、
災
害
時

に
情
報
を
住
民
に
伝
え
ら

れ
な
い
か
。

町
民
生
活
課
長　

県

で
運
用
に
向
け
て
準

備
中
、
ま
ち
で
も
実
施
に

向
け
て
検
討
し
た
い
。　

高
齢
者
見
守
の
た
め

の
充
実
策
は
。

町
長　

ま
ち
で
は
、

地
域
福
祉
計
画
を
策

定
中
。
自
治
会
や
隣
組
で

の
共
助
の
役
割
が
、
生
活

支
援
へ
の
活
性
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。

災
害
時
要
支
援
者
の

登
録
状
況
は
。

町
民
生
活
課
長　

自

治
会
長
を
経
由
し
届

出
。
現
在
、
登
録
人
数
は

65
人
。

問問 問

問問

問

答答 答

答答

答

答

答答

答

問問

問

自治会による防災訓練（下野田）

定
例
会

補
正
予
算

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

委
員
会
視
察

ま
ち
の
散
歩
道
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